倫理学習指導案
学 校 名　沖縄県立西原高等学校
授 業 者　町田　宗毅
日　　時　１２月２４日（水）４校時
対象学級　３年７組（男子１９名女子１９名）
実施場所　３年７組教室
指導主事　比嘉　均
Ⅰ　科目の目標（学習指導要領より）
人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思索を深めさせるとともに、人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。
Ⅱ　単元名・単元の目標
第１章　青年期の課題と自己形成　　第２章　人間としての自覚
（１）　生きる意味を考える必要性を理解させ、自分にとっての生きる意味を考えさせる。
（２）　先哲の考え方を踏まえて、自分が生きていくための支えを考え、言葉に表し、発表し、共有させる。
Ⅲ　単元設定の理由
（１）教材観　

「人間観」は、人間とはどういう存在かを主観的な価値観に基づき定義することであり、「世界観」は広い意味で世界感であり、人々が捉えている世界の感じ（認識）であると考える。より一層、本来の意味で、一人一人に「人間観・世界観」の確立を援助し、指導する授業を展開する必要がある。
（２）生徒観　

生徒の関心を高める具体的な例を出して授業を行うと、興味をもって授業に取り組む姿勢が見られる。また、これまで授業で学んだ先哲達の思想は自分の考え方を深めるものであると肯定的な意見の生徒も多い。しかし、世界に目を向けることにあまり意識をしていない生徒が多い。
（３）指導観
参加型学習を取り入れた授業展開の中で、個人やグループで発想し、発表をおこなう。この授業では、個人やグループで考えた自分達の人間観・世界観を発表し、共有する。適切な表現で考えをまとめるような指導を行うことを心掛けたい。今の自分たちが考える人間観・世界感を考え、まとめ、発表するまで本時で行うので時間の配分に気をつけて授業を進めることが望ましい。
Ⅳ　単元の評価規準
	a　関心・意欲・態度
	b　思考・判断・表現
	c　資料活用の技能
	d　知識・理解

	他者と共に生きる主体としての自己の確立に努める意欲をもち、現代の諸課題についての考える意欲・態度がある。
	人間観・世界観について多面的・多角的に考え、広い視野に立って判断することができる。
	人間観・世界観について主体的に考え、現代の諸課題について探究したことを適切な方法で表現することができる。
	現代社会でおこっている課題についての基本的な知識を持ち、自己の生き方とつなげて理解している。


Ⅴ　単元の指導計画と評価の観点
	　　時
	学習項目
	学習内容
	学習指導の手立て
	主な評価

	１
	人間としての自覚

～思想の源流から

学ぶ～
	・先哲の思想によって

形成された哲学とその

根本にある本質につい

理解させる。
	・倫理とは、人間とは、自分とは…１学期の復習をしながら考えさせる。

ブレーンストーミング
・先哲の思想によって形成された哲学を理解し、生徒に教師になってもらい紹介させる。

シミュレーション　ロールプレイ
『グループ』
	a　
a　d

	２
	青年期の課題と生き方①
	・人間（自己）としての在り方生き方について理解と思索を深めさせる。
	・個人でこれからの社会で生きていく上で必要なものの優先順位を考える。
ランキング『グループ』

・グループ発表・意見交換・全体で共有させる。

ランキング『グループ』
	a　d

	３

	青年期の課題と生き方②
	・人間（自己）としての在り方生き方について理解と思索を深めさせる
	・前時、ランキングで上位に位置した必要なものを主題に自分の人生のモットーを考え、発表し、全体で共有させる。
ブレーンストーミング『グループ』
・色紙へ清書

・ワークシート記入
	a　d


	４
本

時
	今、自分たちが考える人間（自身）の在り方生き方について
	・「人間観・世界観」を考えさせる。
	・現時点での「人間観・世界観」を考え、発表し、全体で共有する。
ブレーンストーミング

ウェビング『グループ』

・ワークシート記入
	a　b　c



Ⅵ　本時の展開
本時の目標：人間観・世界観について理解と思索を深め、共有させる。
	過程
	学習内容
	学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点

	導入
６分
	出欠確認
前時のふりかえり

今日の授業について。
	前時、発表した自分のポリシーの中から、良かったものをランキング形式で紹介する。

テーマ：人間観・世界観を考える。
	正解、間違えはないことを再確認し、ランキング外の生徒にも配慮する。
授業のテーマを唱和させ、本時でおこなう授業の把握をさせる。

	【関・意・態】

	展開Ⅰ
１３分
	人間観、世界観の説明をして、例をあげる。
ウェビングの説明をする。


	（個人の活動）
人間観、世界観の説明を受け、ワークシートへ記入する。

事前アンケートから引用したクラスメイトが考えた「人間とは」や著名人が考えた「世界観」の紹介を聞く。
黒板で例を出して、クラスでやってみる。
ブレーンストーミング
	ICT機器の効果的な活用。

様々な意見がでる雰囲気を作る。
	

	展開Ⅱ
１３分
	グループで、人間観・世界観をウェビングする。
グループで考えた人間観・世界観をまとめる。
	（グループの活動）
グループに分かれ（４、５人）とりのこ用紙にウェビングする。
B4厚紙にまとめる。
	正解や不正解は、ないため相手の考えを否定する相談にならないように意識させる。
自分の考えを理解し、他の人の考え方も理解する。
時間の都合上、グループごとに人間観・世界観をどちらか１つウェビングする。
見やすいように清書させる。
	【思・判・表】


	展開Ⅲ
１３分
	グループで考えた人間観・世界観を発表する。

他グループの発表を聞く。
	（グループの活動）
グループ全員が前に出てとりのこ用紙を見せ、考えた人間観・世界観を発表し、黒板に貼る。

	まとめだけでなく、ウェビングの内容の説明もするよう指導する。

発表を聞く姿勢も注意する。
	【資料活用の技能】


	まとめ
５分
	多様なものの考え方を知り、共感する。
	（個人の活動）他グループの印象に残った人間観や世界観をワークシートに書く。
	他グループの発表を聞いて、自分がどう感じたのかをも考えさせる。
	


Ⅶ　本時の評価
	評価
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	資料技能の活用

	A
	課題に対して積極的に取り組みWSはすべて記入されている。グループ学習にも意欲的に参加し発言している。
	課題に対して読み取れる概念や意図、法則を解釈や分析し、論理的に説明し発展することができている。
	資料から読み取れる情報を比較、分類、関連づけることが充分にできる。

	B
	課題に対して充分に取り組み、WSも大半が記入されている。グループ学習にも参加し、発言している。
	課題に対して読み取れる概念や意図、法則を推測し、説明することができている。
	資料から読み取れる情報を比較、分類、関連づけることができる。

	C
	課題に対して取り組み、WSも記入されている。グループ活動にも参加し発言しようとしている。
	課題に対して概念や意図、法則を読み取ろうとして、一部説明することができる
	資料から読み取れる情報を比較、分類、関連づけることのうち、１つはできる。


